
5 月２８日(木) 1 年生理科 学習課題 

ガイダンスプリント 

 
 

・最初の授業で配布するプリントです。読んでおいてください。 

理科の授業の受け方や持ち物、簡単な年間計画について、最初の授業で説明します。 

  

・授業の持ち物について、用意できるものについては最初の授業で持ってきてください。 

 ※ネームペンを忘れずに持ってくるようにしてください。 

 

 

・提出：なし（最初の授業で、同じプリントをノートに貼り付けやすくした状態で配付します。） 

 

 

その他 
  

 ・５月１８日(月)の課題提出日で、ほとんどの人が「動物調べレポート」を提出することができ

ました。まだ提出できていない人は、提出日を最初の授業とします。忘れずに提出できるよう

にしましょう。 

  ※「動物調べレポート」とは、自分の興味のある動物を１つ調べてレポートにまとめるもので

す。若干名、違うプリント(水の中の微生物など)を提出した人がいますので、もう一度確

認してください。 

 

 ・５月１９日(火)「身の回りの植物の観察」、５月２０日(水)「身の回りのプラスチック」の 

提出日については、最初の授業で連絡をしますが、いつでも提出できるようにしておいてくだ

さい。 

 

※「動物調べレポート」、「身の回りの植物の観察」、「身の回りのプラスチック」の提出は、 

Ａ４用紙１枚で提出してください。書き方の例のページや、説明のページ(このページ)をホチ

キス留めする必要はありません。 

 

  

 

 



１学年理科 ガイダンスプリント 

1年を通した進め方 
 

 ① （    植物のくらしとなかま    ）（   生物単元   ） 

  ② （    身の回りの物質       ）（   化学単元   ） 

  ③ （    光・音・力による現象    ）（   物理単元   ） 

④ （    活きている地球       ）（   地学単元   ） 

今年度の評価について 
 

次の 4つの観点で評価をします。 

 観点 主な評価の方法 

関心 
・理科に興味があるか。 

・熱心に取り組んでいるか。 

 

（関心・意欲・態度） 

・提出物の提出状況 

・授業中の発言及び態度 

・実験や実験プリントへの取り組み 

思考 
・知っていることを組み合わせて 

総合的に考えたり、実践したりできる

か。 

（科学的な思考） 

・定期テスト 

・実験プリントの考察 

・授業中の発言内容 

技能 
・観察・実験で器具の正しい操作ができる

か。 

・結果の処理が正しくできているか。 

（観察・実験の技能・表現） 

・定期テスト 

・実験への取り組み、関わり方 

・実験プリントのまとめ方 

知識 
・授業内容を理解し、覚えているか。 

 

（知識・理解） 

・定期テスト 

・小テスト 

以上の４観点を A゜、A 、B 、C゜、Cの５段階で評価します。 

A゜ ５点 … Aの中で特に程度が高い場合(達成度９０％～) 

A  ４点 … 基準を充分超えている(達成度８０％～) 

B  ３点 … 基準をおおむね達成した(達成度５０％～) 

C゜  ２点 … 努力を要するもの(達成度３０％～) 

C  １点 … いっそう努力を要するもの(３０％未満) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の持ち物について 
 

□教科書 

□マイノート(教科書の後ろに挟まっている冊子です。なくさないようにしましょう。） 

□資料集(最初の授業で配布します。ロッカーに置いて帰って良いです。) 

□ワーク(解答用のノートや答え、作図計算トレーニングもなくさないようにしましょう。) 

□ノート(一般的なＢ５サイズのもの) 

□筆記用具(鉛筆やシャーペンの他に、色ペンが２～３色程度あると良いです。) 

□のり、はさみ(プリントをノートに貼る際に必要になります。) 

※その他、必要な物がある場合はそのつど連絡します。 

 

実験班について 

（ 男女別出席番号順 ）に４～５人で一班。 
 

理科室で授業をするときは事前に連絡するので授業開始時間には理科室にいるようにし

てください。 

実験時の座席や理科室の使い方については授業で説明します。 

評定 観点の合計点数 

５ ２０点～１８点 

４ １７点～１４点 

３ １３点～１１点 

２ １０点～８点 

１ ７点～４点 

 

日頃のこつこつとした積み重ねが大切です。

たとえば、知識・理解（主にテスト）が A゜

でも、ほかの観点が CCC では｢テストはでき

たのに…｣ということになります。 

１つ１つの課題に丁寧に取り組んで 

いきましょう。 

 

例）評価がＡＢＢＡだと、 

  ４＋３＋３＋４＝１４点なので、 

  評定は“４”ということになります。 


